
平成27年３月期 第２四半期決算短信〔日本基準〕(連結) 

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 有 

四半期決算説明会開催の有無    ： 有（機関投資家・アナリスト向け） 

  

１．平成27年３月期第２四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年９月30日） 

  

  

  

２．配当の状況 

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

  

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日） 

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有 
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（１）連結経営成績(累計) （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年３月期第２四半期 362,815 12.8 △1,124 ― △458 ― △819 ―
26年３月期第２四半期 321,628 △13.3 △5,202 ― △6,597 ― △6,711 ―

 

(注) 包括利益 27年３月期第２四半期△1,127百万円 ( ―％) 26年３月期第２四半期 △3,002百万円 ( ―％)
 

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭

27年３月期第２四半期 △10 63      ―   
26年３月期第２四半期 △86 92      ―   

 

（２）連結財政状態 
 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

27年３月期第２四半期 368,181 73,173 19.8 
26年３月期 380,242 75,347 19.8 

 

(参考) 自己資本 27年３月期第２四半期 72,901百万円 26年３月期 75,112百万円
 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

26年３月期   ― 0 00   ― 5 00 5 00 

27年３月期   ― 0 00             

27年３月期(予想)           ― 6 00 6 00 
 

  (％表示は、対前期増減率)
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 727,000 3.4 2,400 ― 1,800 ― 1,300 ― 16 87
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※ 注記事項 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 (注)詳細は、添付資料４ページ「２.サマリー情報（注記事項）に関する事項（１）会計方針の変更・会計上の 

  見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

（４）発行済株式数（普通株式） 

  

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時

点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続は終了していません。 

  

  

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提と

なる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「連結業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。 

 当社は、機関投資家及びアナリスト向けの決算説明会を開催する予定です。この説明会で配布する決算説明資料につ

いては、TDnetで同日開示するとともに、当社ホームページに掲載する予定です。  

  

 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 
 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有 

② ①以外の会計方針の変更 ： 無 

③ 会計上の見積りの変更 ： 無 

④ 修正再表示 ： 無 
 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 27年３月期２Ｑ 78,183,677株 26年３月期 78,183,677株 

② 期末自己株式数 27年３月期２Ｑ 1,121,076株 26年３月期 1,121,076株 

③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期２Ｑ 77,062,601株 26年３月期２Ｑ 77,217,601株 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

 当第２四半期連結累計期間における原油価格（ドバイ原油）は、期初１バレルあたり104ドル台で始まりました

が、６月には地政学リスクの高まりを受け111ドルを超える水準まで上昇しました。その後、世界経済の減速懸念等

から需給緩和感が高まり期末には94ドル台まで下落しました。この結果、期中平均では約104ドルとなりました。 

 一方、期初１ドル103円台で始まった為替相場は、米国の金利動向や経済情勢等により101円台まで円高が進みま

したが、８月に入り米国の早期利上げ観測等から急速に円安に向かい、期末では109円台となりました。この結果、

期中平均では103円となりました。 

 （原油価格、為替レートの状況） 

  

 このような事業環境のもと、袖ケ浦製油所での原油処理量は、４年に１度の大規模定期修理を実施した前年同期

に比して1,006千キロリットル増の4,073千キロリットル、当社の石油製品及び石油化学製品等の販売数量は、753千

キロリットル増の4,123千キロリットルとなりました。 

 こうした状況のもと、当第２四半期連結累計期間の業績は下記のとおりとなりました。売上高は、前年同期比411

億86百万円増収の3,628億15百万円となりました。営業損失は、前年同期比40億78百万円改善の11億24百万円となり

ました。経常損失は、前年同期比61億38百万円改善の４億58百万円となりました。四半期純損失は、前年同期比58

億92百万円改善の８億19百万円となりました。 

  

（２）財政状態に関する説明 

①資産、負債及び純資産の状況 

（流動資産） 

 流動資産は、前連結会計年度末と比べ79億74百万円減少の2,447億39百万円となりました。主な要因は、受取

手形及び売掛金の減少76億53百万円であります。 

（固定資産） 

 固定資産は、前連結会計年度末と比べ40億86百万円減少の1,234億41百万円となりました。主な要因は、減価

償却による減少44億30百万円であります。 

（流動負債） 

 流動負債は、前連結会計年度末と比べ72億73百万円減少の2,391億25百万円となりました。主な要因は、短期

借入金の減少274億25百万円、買掛金の増加98億31百万円、未払金の増加86億98百万円であります。 

（固定負債） 

 固定負債は、前連結会計年度末と比べ26億13百万円減少の558億82百万円となりました。主な要因は、長期借

入金の減少35億52百万円であります。 

（純資産） 

 純資産合計は、前連結会計年度末と比べ21億73百万円減少の731億73百万円となりました。主な要因は、利益

剰余金の減少18億63百万円、為替換算調整勘定の減少３億97百万円であります。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比して10億30百万円増加

し、137億32百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 前第２四半期連結累計期間においては、たな卸資産の増加416億63百万円、未払揮発油税の減少73億89百万円

等による支出が、仕入債務の増加168億３百万円、売上債権の減少81億58百万円等による収入を上回ったことに

より、キャッシュ・フローは219億52百万円の支出となりました。一方、当第２四半期連結累計期間において

は、仕入債務の増加98億31百万円、売上債権の減少76億53百万円等による収入が、たな卸資産の増加11億22百万

円等による支出を上回ったことにより、キャッシュ・フローは340億35百万円の収入となりました。 

 

  
前第２四半期 
連結累計期間 

当第２四半期 
連結累計期間 

増減 

ドバイ原油（ドル／バレル） 103.5 103.8 0.3 

為替レート（円／ドル） 98.9 103.0 4.1 
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（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 前第２四半期連結累計期間においては、連結範囲の変更を伴う子会社株式の売却14億38百万円等による収入

が、有形固定資産の取得15億98百万円等による支出を上回ったことにより、キャッシュ・フローは１億71百万円

の収入となりました。一方、当第２四半期連結累計期間においては、有形固定資産の取得12億20百万円等によ

り、キャッシュ・フローは16億33百万円の支出となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 前第２四半期連結累計期間においては、短期借入金の純増加227億97百万円等による収入が、長期借入金の純

減少14億60百万円等による支出を上回ったことにより、キャッシュ・フローは208億８百万円の収入となりまし

た。一方、当第２四半期連結累計期間においては、短期借入金の純減少275億90百万円、長期借入金の純減少32

億75百万円等により、キャッシュ・フローは313億12百万円の支出となりました。 

  

  

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 前回予想（平成26年５月８日発表）以降の原油価格及び為替レート変動等を勘案し、通期の業績予想を修正し

ます。 

 今回の修正見通しの前提として、原油価格（ドバイ原油）は下期95ドル／バレル（前回予想同105ドル／バレ

ル）、為替レートは下期110円／ドル（前回予想同105円／ドル）といたしました。 

 売上高は、前回予想比300億円減収の7,270億円となる見通しです。 

 損益につきましては、上期実績及び下期前提条件の変更等に伴い、営業利益24億円（前回予想比31億円の減

益）、経常利益18億円（同16億円の減益）、当期純利益13億円（同16億円の減益）となる見通しです。 

 上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいております。実勢の業績は、様々な要因に

より予想数値とは異なる結果となる可能性があります。 
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

   会計方針の変更 

   （退職給付に関する会計基準等の適用） 

  「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を割引率決定の基礎となる

債券の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数を基礎に決定する方法から退職給付の支払見込期

間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しました。 

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取り扱いに従って、当第２

四半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に

加減しています。 

 この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が499百万円増加し、退職給付に係る資産

が158百万減少し、利益剰余金が658百万円減少しています。なお、当第２四半期連結累計期間の損益に与える影

響は軽微です。 
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３．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 12,837 14,577 

    受取手形及び売掛金 89,244 81,591 

    有価証券 254 254 

    たな卸資産 129,460 130,582 

    未収入金 18,633 15,958 

    繰延税金資産 786 230 

    その他 1,497 1,543 

    流動資産合計 252,714 244,739 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物及び構築物（純額） 11,319 10,905 

      油槽（純額） 3,090 2,940 

      機械装置及び運搬具（純額） 30,668 27,598 

      土地 51,794 51,665 

      建設仮勘定 290 317 

      その他（純額） 270 244 

      有形固定資産合計 97,434 93,672 

    無形固定資産     

      ソフトウエア 645 479 

      その他 182 172 

      無形固定資産合計 828 651 

    投資その他の資産     

      投資有価証券 10,676 11,464 

      長期貸付金 996 995 

      繰延税金資産 140 - 

      退職給付に係る資産 158 - 

      その他 17,751 17,115 

      貸倒引当金 △458 △458 

      投資その他の資産合計 29,265 29,117 

    固定資産合計 127,527 123,441 

  資産合計 380,242 368,181 
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                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部     

  流動負債     

    買掛金 55,544 65,376 

    短期借入金 146,603 119,178 

    1年内返済予定の長期借入金 5,980 6,257 

    未払金 13,876 22,575 

    未払揮発油税 17,678 18,809 

    未払法人税等 153 53 

    その他 6,561 6,874 

    流動負債合計 246,399 239,125 

  固定負債     

    長期借入金 40,792 37,240 

    繰延税金負債 11,041 10,614 

    特別修繕引当金 2,206 2,233 

    修繕引当金 987 1,975 

    退職給付に係る負債 3,020 3,377 

    役員退職慰労引当金 33 34 

    その他 414 407 

    固定負債合計 58,496 55,882 

  負債合計 304,895 295,008 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 24,467 24,467 

    資本剰余金 57,215 57,215 

    利益剰余金 △3,176 △5,040 

    自己株式 △1,431 △1,431 

    株主資本合計 77,074 75,211 

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 115 175 

    繰延ヘッジ損益 0 - 

    土地再評価差額金 1 1 

    為替換算調整勘定 △2,295 △2,693 

    退職給付に係る調整累計額 217 207 

    その他の包括利益累計額合計 △1,961 △2,309 

  少数株主持分 234 272 

  純資産合計 75,347 73,173 

負債純資産合計 380,242 368,181 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第２四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 321,628 362,815 

売上原価 324,858 362,105 

売上総利益又は売上総損失（△） △3,229 709 

販売費及び一般管理費 1,973 1,834 

営業損失（△） △5,202 △1,124 

営業外収益     

  受取利息 15 11 

  受取配当金 141 184 

  為替差益 499 939 

  持分法による投資利益 - 1,233 

  タンク賃貸料 71 83 

  その他 107 227 

  営業外収益合計 834 2,680 

営業外費用     

  支払利息 1,271 1,450 

  持分法による投資損失 213 - 

  タンク賃借料 101 130 

  その他 643 433 

  営業外費用合計 2,229 2,014 

経常損失（△） △6,597 △458 

特別利益     

  固定資産売却益 0 - 

  事業譲渡益 200 - 

  特別利益合計 200 - 

特別損失     

  固定資産売却損 - 36 

  固定資産除却損 277 22 

  ゴルフ会員権評価損 - 3 

  統合関連費用 151 - 

  特別損失合計 429 62 

税金等調整前四半期純損失（△） △6,826 △521 

法人税、住民税及び事業税 7 4 

法人税等調整額 △137 254 

法人税等合計 △130 258 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △6,695 △779 

少数株主利益 15 40 

四半期純損失（△） △6,711 △819 
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四半期連結包括利益計算書 

第２四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △6,695 △779 

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 312 59 

  繰延ヘッジ損益 - △0 

  為替換算調整勘定 2,419 △72 

  退職給付に係る調整額 - △10 

  持分法適用会社に対する持分相当額 961 △325 

  その他の包括利益合計 3,693 △348 

四半期包括利益 △3,002 △1,127 

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 △3,018 △1,167 

  少数株主に係る四半期包括利益 15 40 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月1日 

 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー     

  税金等調整前四半期純損失（△） △6,826 △521 

  減価償却費 4,535 4,430 

  修繕引当金の増減額（△は減少） △3,223 987 

  退職給付引当金の増減額（△は減少） △106 - 

  退職給付に係る負債の増減額（△は減少） - △159 

  貸倒引当金の増減額（△は減少） 15 - 

  特別修繕引当金の増減額（△は減少） 43 27 

  役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △233 0 

  貸付関連費用引当金の増減額(△は減少) △34 - 

  受取利息及び受取配当金 △156 △195 

  支払利息 1,271 1,450 

  持分法による投資損益（△は益） 213 △1,233 

  固定資産除却損 277 22 

  固定資産売却損益（△は益） △0 36 

  事業譲渡益 △200 - 

  統合関連費用 151 - 

  ゴルフ会員権評価損 - 3 

  売上債権の増減額（△は増加） 8,158 7,653 

  たな卸資産の増減額（△は増加） △41,663 △1,122 

  仕入債務の増減額（△は減少） 16,803 9,831 

  未払揮発油税の増減額（△は減少） △7,389 1,130 

  未払消費税等の増減額（△は減少） △2,582 6,889 

  その他 10,179 6,110 

  小計 △20,765 35,340 

  利息及び配当金の受取額 380 401 

  利息の支払額 △1,401 △1,504 

  統合関連費用に係る支出 △58 - 

  法人税等の支払額 △192 △246 

  法人税等の還付額 84 43 

  営業活動によるキャッシュ・フロー △21,952 34,035 

投資活動によるキャッシュ・フロー     

  定期預金の預入による支出 - △709 

  定期預金の払戻による収入 - 100 

  有価証券の減資による収入 93 - 

  投資有価証券の取得による支出 △0 △0 

  子会社の清算による収入 63 - 

  
連結範囲の変更を伴う子会社株式の売却に
よる収入 

1,438 - 

  有形固定資産の取得による支出 △1,598 △1,220 

  有形固定資産の売却による収入 0 121 

  無形固定資産の取得による支出 △82 △50 

  事業譲渡による収入 200 - 

  その他 57 126 

  投資活動によるキャッシュ・フロー 171 △1,633 
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                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月1日 

 至 平成26年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー     

  短期借入金の純増減額（△は減少） 22,797 △27,590 

  長期借入れによる収入 1,156 50 

  長期借入金の返済による支出 △2,616 △3,326 

  配当金の支払額 △461 △386 

  少数株主への配当金の支払額 △0 △2 

  その他 △66 △58 

  財務活動によるキャッシュ・フロー 20,808 △31,312 

現金及び現金同等物に係る換算差額 295 △58 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △677 1,030 

現金及び現金同等物の期首残高 13,264 12,701 

現金及び現金同等物の四半期末残高 12,587 13,732 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

 該当事項はありません。 

  

  

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

 該当事項はありません。 

  

  

（セグメント情報等） 

 当社グループは石油精製/販売事業のみの単一のセグメントであるため、記載を省略しております。 
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